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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被認証対象者の生体情報を読み取り、生体情報データとして入力する生体情報入力部と
、
　前記入力された生体情報データについて補正の要否を判定し、補正が不要なときには前
記入力された生体情報データをそのまま出力し、補正が必要なときには前記生体情報デー
タに所定の補正処理を施して補正処理後の生体情報データを出力する補正処理部と、
　前記補正処理部から出力された前記生体情報データから固有の特徴データを抽出する特
徴抽出部と、
　前記補正処理部から出力された生体情報データが、補正処理されていない場合には通常
の評価基準により該生体情報データの品質評価を行い、補正処理されている場合には前記
評価基準を引き上げて前記補正処理後の生体情報データの品質を評価する品質評価部と、
　前記品質評価部による評価が前記評価基準を満足するときには前記特徴データを通常登
録データとして登録し、前記評価基準を満足しないときには、前記特徴データに加えて所
定の付加情報を追加した特別登録データを登録する登録部と、
　入力された生体情報データから抽出された特徴データと前記通常登録データまたは前記
特別登録データとを照合して、一致するか否かを判定する照合部と、
を備えることを特徴とする生体情報照合装置。
【請求項２】
　前記特別登録データは、パスワード認証を併用する旨の情報及び対応するパスワード情
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報を前記付加情報として含み、
　前記照合部は、
　前記通常登録データとして登録されている生体情報について照合する場合には、生体情
報データから抽出された特徴データと登録されている生体情報の特徴データとが一致する
かどうかを第１の照合基準により判定し、
　前記特別登録情報として登録されている生体情報について照合する場合には、前記第１
の照合基準よりも緩やかな第２の照合基準を用いて前記特徴データが一致するかどうかを
仮判定するとともにパスワードによる認証を行い、前記仮判定およびパスワード認証の双
方が一致したときに入力された生体情報と登録されている生体情報とが一致したものと判
定することを特徴とする請求項１に記載の生体情報照合装置。
【請求項３】
　前記品質評価部は、前記生体情報データ中に存在する前記特徴データの抽出に利用でき
ない不明確情報の量または前記生体情報データ全体に対する該不明確情報の割合が、前記
評価基準に適合するか否かにより入力された前記生体情報データの品質を評価する請求項
１又は２に記載の生体情報照合装置。
【請求項４】
　前記品質評価部は、前記生体情報データが補正処理されている場合には、前記補正処理
部からの補正情報に基づいて、補正処理による該生体情報データの品質改善分の少なくと
も一部を減殺させるように前記評価基準を引き上げて、入力された前記生体情報データの
品質評価を行うことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の生体情報照合装
置。
【請求項５】
　前記登録部は、前記照合部により前記通常登録データとして登録されている生体情報デ
ータについて照合して一致した場合において、入力された前記生体情報データが前記品質
評価部により前記評価基準を満足すると判定され、かつ、該生体情報データから抽出され
た前記特徴データが前記通常登録データ中に登録されていない新規な特徴点を含むときは
、該新規な特徴点を新たに登録データに追加する登録データの更新処理を行うことを特徴
とする請求項１から４のいずれか１項に記載の生体情報照合装置。
【請求項６】
　前記登録部は、前記照合部により前記特別登録データとして登録されている生体情報デ
ータについて照合して一致した場合において、入力された前記生体情報データが前記品質
評価部により前記評価基準を満足すると判定されたときは、登録データの再登録を促すこ
とを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の生体情報照合装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、指紋、掌紋、網膜パターン等の生体情報により、本人確認を行う生体情報照
合処理装置に関するものであり、特に、入力される生体情報の品質を評価して、評価結果
に応じて照合基準または照合手法等を変更することにより、高いセキュリティ性を確保で
きる生体情報処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、建物や部屋への出入りの際に資格認証を行う等、本人の確認によるセキュリティ
の重要性に関心が集まっている。本人確認の方法としては、パスワードによる認証など種
々の方法があるが、その一つとして、各個人に固有の生体情報を用いて照合を行う生体情
報照合装置が多く利用されている。生体情報としては、指紋、掌紋、血管パターン、網膜
パターン、虹彩パターン、声紋等様々なものが用いられている。これらの生体情報認証装
置はいずれも、生体情報を画像情報、音声情報として捉え、その特徴を解析して、照合を
行うものである。本発明は、上述のいずれの生体情報を用いた生体情報照合装置にも適用
可能であるが、以下の説明においては、説明の便宜のために、生体情報として指紋を用い
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て照合を行う指紋照合装置を例示しつつ、本発明の説明を進めていくこととする。
【０００３】
　指紋照合装置は、指紋センサに載置された指の指紋を読み取り、読み取った指紋が登録
指紋と一致しているかを判定する。指紋一致の判定には、指紋画像中の隆線の分岐点や端
点などを特徴点として抽出し、抽出した複数の特徴点が登録指紋と入力指紋とで所定以上
一致しているか求める等の方式が用いられる。
【０００４】
　指紋センサから得た指紋画像は、乾燥などにより指紋の状態が悪い場合または、指紋セ
ンサに対する指を置いたときの接触押圧が不足している場合などの理由により、隆線と谷
線の紋様が不鮮明になる場合がある。不鮮明な指紋画像から得た特徴点の信頼性は低く、
これを用いると、本人であっても本人と認定できず、認証が否定されてしまう場合がでて
くる。
【０００５】
　そこで、従来から、指紋画像の質を評価し、評価結果を指紋の登録や照合に利用した指
紋認証装置が提案されている。例えば、特許文献１では、抽出した特徴点の数によって指
紋画像の質を評価し、指紋画像の質が悪い場合にはその指紋を登録や照合に用いないよう
にした指紋照合装置が提案されている。また、特許文献２では、常に指紋の状態が悪い人
でも指紋照合装置を利用可能とするために、指紋画像の質が悪い場合にはその指紋をパス
ワードと共に登録し、照合の際にはパスワードと併用することで通常より低い閾値で指紋
照合を行う指紋認証装置が提案されている。
【特許文献１】特開昭６３－４３８１
【特許文献２】特開平９－２９７８４４
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　隆線と谷線が不鮮明な指紋画像は、照合率（本人の指紋を正しく本人と認識する確率）
を低下させる要因となるため、不鮮明な指紋画像について画質補正の処理を施し、補正さ
れた指紋画像が登録や照合に用いられている。このように、指紋画像を評価する前に画質
補正処理を行うと、隆線と谷線が明瞭になるため、指紋画像の質は向上する。しかし、補
正前の指紋画像は本来不鮮明な画像であるため、補正処理により、誤って所定の特徴部分
が消去され、または付加される可能性もある。従って、補正された指紋画像から得られる
特徴点は、補正することなく鮮明な指紋画像から得られる特徴点と比較すると、本来その
信頼性は低いものである。
【０００７】
　従来の指紋認証装置の画像品質の評価においては、上述のような指紋画像の品質に及ぼ
す補正の影響を考慮していない。したがって、品質評価の段階においては、補正処理によ
り評価が高くなっている指紋画像を、入力時から補正処理することなく元々鮮明な指紋画
像と同等に取り扱うことになる。このように、入力画像の質が低い画像を質の高い画像と
同等に取り扱って評価すると、本当は品質の悪い指紋であるにもかかわらず、通常の品質
と同様の高い照合基準により指紋の照合が行われることになる。
【０００８】
 そのため、本人の指紋であるにもかかわらず、照合指紋と登録指紋が一致せず、照合精
度が低下する恐れがある。一方、照合基準を低くしすぎると、本人以外の指紋を本人の指
紋と誤って照合一致としてしまうおそれがある。このような問題は指紋照合装置に限らず
、生体情報を画像データまたはその他のデータに変換して登録しておき、照合時に入力さ
れた生体情報に基づき取得したデータと登録データと比較して、本人認証を行う生体情報
認証装置においては、共通の問題である。
【０００９】
　本発明は、上記従来技術の問題点に鑑みてなされたもので、入力された生体情報データ
の補正処理に伴う品質評価のずれを防止し、入力された生体情報データに応じた正しい評
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価を可能にする生体情報照合装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、入力された生体情報の品質評価の際に、入力された生体情報データの補正状
況に応じて、入力情報の品質評価基準を変更することにより、上記課題を解決する。
【００１１】
　本発明の第１の実施態様に係る生体情報照合装置は、被認証対象者の生体情報を読み取
り、生体情報データとして入力する生体情報入力部と、入力された生体情報データについ
て補正の要否を判定し、補正が不要なときには入力された生体情報データをそのまま出力
し、補正が必要なときには、生体情報データに所定の補正処理を施して、補正処理後の生
体情報データを出力する補正処理部と、補正処理部から出力された生体情報データから固
有の特徴データを抽出する特徴抽出部と、補正処理部から出力された生体情報データが、
補正処理されていない場合には通常の評価基準により該生体情報データの品質評価を行い
、補正処理されている場合には評価基準を引き上げて補正処理後の生体情報データの品質
を評価する品質評価部と、品質評価部による評価が評価基準を満足するときには特徴デー
タを通常登録データとして登録し、評価基準を満足しないときには、特徴データに加えて
所定の付加情報を追加した特別登録データを登録する登録部と、入力された生体情報デー
タから抽出された特徴データと通常登録データまたは特別登録データとを照合して、一致
するか否かを判定する照合部とを備えることを特徴とする。
【００１２】
　この態様によると、品質評価が補正処理の状況により、品質評価基準が引き上げられる
。従って、少なくとも補正による画像改善分の一部は、品質評価に加味されることとなり
、より正しい品質評価が可能となる。補正によりどのような評価基準とするかは、補正の
回数、補正の種類、補正の内容、補正による画像改善度等により種々変更することが可能
である。ここで、品質評価基準の引き上げとは、評価を判定する閾値を高くすることや、
評価の値自体を下げることであり、評価が高くなりづらくすることを意味する。
【００１３】
　本発明の他の態様に係る生体情報照合装置は、特別登録データが、パスワード認証を併
用する旨の情報及び対応するパスワード情報を前記付加情報として含み、照合部が、通常
登録データとして登録されている生体情報について照合する場合には、生体情報データか
ら抽出された特徴データと登録されている生体情報の特徴データと一致するかどうかを第
１の照合基準により判定し、特別登録情報として登録されている生体情報について照合す
る場合には、第１の照合基準よりも緩やかな第２の照合基準を用いて特徴データが一致す
るかどうかを仮判定するとともにパスワードによる認証を行い、仮判定およびパスワード
認証の双方が一致したときに入力された生体情報と登録されている生体情報とが一致した
ものと判定することを特徴とする。
【００１４】
　　品質評価が低い場合に、パスワードを併用して、指紋照合を補完するものである。登
録されている生体情報データの品質が悪い場合には、生体情報データの照合基準を下げな
いと本人であっても登録指紋と照合指紋とが一致しない確率が高くなり、照合率が低下す
る。一方、照合基準を下げると、本人以外の生体情報を本人と誤って判定する恐れがある
。そのため、本態様は、照合基準を下げるととともに、パスワードを用いて、本人以外の
照合一致を排除し、一定のセキュリティ性を確保するものである。
【００１５】
　本発明の他の態様に係る生体情報照合装置は、品質評価部が、生体情報データ中に存在
する特徴データの抽出に利用できない不明確情報の量または生体情報データ全体に対する
該不明確情報の割合が、評価基準に適合するか否かにより入力された生体情報データの品
質を評価する評価処理部を備えることを特徴とする。
【００１６】
　本発明の他の態様に係る生体情報照合装置は、品質評価部が、生体情報データが補正処
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理されている場合には、補正処理部からの補正情報に基づいて、補正処理による該生体情
報データの品質改善分の少なくとも一部を減殺させるように評価基準を引き上げて、入力
された生体情報データの品質評価を行うことを特徴とする。
【００１７】
　本発明の他の態様にかかる生体情報照合装置は、登録部が、照合部により通常登録デー
タとして登録されている生体情報データについて照合して一致した場合において、入力さ
れた生体情報データが品質評価部により評価基準を満足すると判定され、かつ、該生体情
報データから抽出された特徴データが通常登録データ中に登録されていない新規な特徴点
を含むときは、該新規な特徴点を新たに登録データに追加する登録データの更新処理を行
うことを特徴とする。この態様によると、照合の際に、新しく有用な特徴データを取得し
たときには、順次登録データが更新される。このとき、良好な品質の生体情報のみで更新
を行うことにより、登録データの品質劣化を防ぐ。以上により、照合を繰り返すことで、
生体情報照合装置の照合精度を、向上させていくことができる。
【００１８】
　　本発明の他の態様にかかる生体情報照合装置は、登録部が、照合部により特別登録デ
ータとして登録されている生体情報データについて照合して一致した場合において、入力
された生体情報データが品質評価部により評価基準を満足すると判定されたときは、登録
データの再登録を促すことを特徴とする。再登録を促す方法としては、表示、音声、メー
ルその他の手段を用いることが可能である。この態様により、利用者は、再登録に適切な
タイミングを知ることができ、パスワード入力を伴わずにセキュリティ性の高い照合を行
えるようになる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によると、補正処理がされた場合でもより正確に、入力された生体情報データの
品質を評価することが可能となり、正確な品質評価結果を用いることで、一定のセキュリ
ティ性を確保することが可能となる。また、特徴抽出部により生成される処理データに基
づいて、品質評価を行うので、本発明による品質評価の負荷を抑制することが可能となる
。さらに、照合時に入力した生体情報データに基づいて、登録情報を更新可能な構成とす
ることにより、照合処理を繰り返すことで、照合精度を向上させることができるという効
果を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明を実施するための最良の形態を、図面を用いて詳細に説明する。図１に本
発明の一実施形態にかかる生体情報照合装置１０の機能ブロック図を示す。生体情報照合
装置１０は、各人に固有の特徴を備える生体情報に関する情報を登録データとして登録し
ておき、本人かどうかの確認が必要な場合に、各自の生体情報を登録データと照合するこ
とにより、生体情報の一致により本人確認を行うものである。
【００２１】
 生体情報としては、指紋、掌紋、血管パターン、網膜パターン、虹彩パターン、声紋等
の種々のものが存在する。生体照合装置１０は、指紋、掌紋、網膜パターン等を、各種セ
ンサを用いた読取装置により読み取り、Ａ／Ｄ変換を施してデジタル信号に変換した上で
、個々の生体情報に固有の特徴データを抽出して、登録データとして登録する。本明細書
では、読取装置により取得した生体情報を「生体情報データ」と称する。本人照合時には
、読取装置により本人から生体情報データを取得し、取得した生体情報データから抽出し
た特徴データと登録データとを比較照合することにより、本人確認を行う。照合の結果、
所定の範囲内で近似（類似）する場合に両者は一致したものとして、本人確認を行うもの
である。
【００２２】
　本発明は、上述のような各種生体情報を用いた生体情報照合装置に適用可能であり、図
１及び後述する図２の機能ブロック図においても生体情報を特定のものに限定していない
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。しかし、実際の生体情報照合装置では、使用する生体情報を１または２種類特定して使
用されており、１個の照合装置で複数種類の生体情報を照合する例は少ない。　本発明も
、特定の生体情報を用いて説明をした方が具体的なイメージとして捉えることが可能とな
り、理解が容易となる。そのため、本明細書の以下の説明（図１の説明を含む）において
は、可能な限り、生体情報として指紋を用いるものとして説明する。しかし、これは、本
発明の適用範囲を指紋照合装置に限定することを意図するものではない。
【００２３】
　生体情報照合装置（指紋照合装置）１０は、入力機能及び表示機能を有する操作表示部
１１、生体情報入力部（指紋読取装置）１２と、データ処理部１４と、照合する生体情報
（指紋データ）から抽出した特徴データ（以下「登録データ」と称する）を記憶している
登録データ記憶部２１と、電気錠コントローラ等の監視装置に対して認証結果を出力する
出力部１３とを備えている。
【００２４】
　操作表示部１１は、表示画面と表示画面上に設けられたタッチパネル、又は画面と独立
したキー入力部（図示せず）等を備えており、生体情報照合装置（指紋照合装置）１０の
操作、パラメータ等の設定を行うためのもので表示部を備えた操作部である。表示部を備
えることが望ましいが、設置環境等の状況に応じて、入力部のみの操作表示部１１として
もよい。
【００２５】
　生体情報入力部１２は、生体情報として指紋が使用される場合には、指の指紋を読み取
り、グレースケールのデジタル画像データとして出力する指紋読取装置が用いられる。指
紋読取装置は、指紋の登録または照合の際に所定の位置に載置された指の指紋を読み取り
、指紋画像データをデータ処理部１４に入力する装置である。生体情報入力部１２として
使用可能な指紋読取装置として、光学式、静電容量式、圧力式等、様々な方式のものがあ
るが、いずれの方式のものでもよい。
【００２６】
　光学式の指紋入力部の場合、指を照明するＬＥＤ，指を撮像するＣＣＤカメラ等からな
る指紋センサ、指の位置をガイドする指ガイド部材を備えている。光学式の場合、読み取
られた指紋画像データは、例えば、各画素が２５６階調のグレースケールデータとして出
力される。グレースケールの指紋画像データ中の隆線及び谷線は、互いに反対の輝度（明
度）に偏って現れる（隆線と谷線の明暗が分かれる）。従って、グレースケールの画像デ
ータの明暗模様から隆線または谷線の形状の特徴を解析することが可能となる。
【００２７】
　しかし、例えば、生体情報入力部１２から入力された指紋画像データは、しわ、荒れ、
乾燥などの各個人の指紋の状態、指を置いた位置及び接触圧の強弱等の入力状態により、
指紋の画像が不鮮明になる場合がある。このように、固有情報としての入力される生体情
報の品質は個人差、環境、入力状況等により大きく異なる。生体情報照合装置（指紋照合
装置）１０は、このように入力される生体情報の品質が個体差等により大きく異なる場合
であっても、所定の高い精度により本人であるかどうかを確認することが求められる。そ
のため、入力された生体情報の状態に応じて、種々のデータ処理を施す等、照合精度向上
のための技術的な工夫が行われている。
【００２８】
　しかしながら、このような種々技術的な工夫にかかわらず、どうしても一定の精度以上
で本人確認をすることができないような品質の悪い生体情報も存在する。このように品質
が悪い生体情報の場合には、その生体情報に対する照合条件を変えるとともに他の補完的
な本人確認手段を付加することにより、一定精度での本人確認を可能にするような特殊な
処理が望まれる。そのためには、入力される生体情報の正確な品質評価が重要となる。本
発明では、このような入力される生体情報の品質を正確に評価することにより、特殊処理
の必要性を的確に把握し、照合精度を向上させるものである。尚、以下の説明においては
、登録のため、または照合のために取得した生体情報としての指紋画像データの品質を、



(7) JP 4564804 B2 2010.10.20

10

20

30

40

50

総合的に評価する用語として、「指紋品質」という語を使用する。
【００２９】
　データ処理部１４は、生体情報照合装置１０全体を制御する制御部１５、補正処理部１
６、特徴抽出部１７、品質評価部１８、照合部１９、登録／更新処理部２０を備えており
、上述のような生体情報についての各種処理、品質の判定、生体情報の登録処理、生体情
報の照合処理等の各種処理を実行する。まず、図１を用いて、データ処理部１４による登
録処理、及び照合処理の全般について説明する。
【００３０】
（生体情報の登録処理時の動作）
　生体情報照合装置１０を稼動させるためには、まず、生体情報を照合するための基礎デ
ータとなる生体情報の登録を行わなければならない。生体情報に関する登録データ（以下
「登録データ」と称する）は、登録データ記憶部２１に記憶される。登録データを他の装
置により作成して、登録データ記憶部２１にまとめて記憶させる（インストールする）こ
とも可能であるが、生体情報照合装置１０により登録データを作成し、個々の登録データ
毎に登録データを登録することも可能である。登録処理時の動作および照合処理時の生体
情報処理装置１０全体の制御は、操作表示部１１からの入力情報に基づき、制御部１５に
より行われる。
【００３１】
　　生体情報照合装置１０により登録データを登録する場合、データ処理部１４により、
生体情報入力部１２から入力された個々の生体情報データ（指紋画像データ）から登録デ
ータを生成し、生成した登録データを、登録データ記憶部２１に登録する。補正処理部１
６により、必要に応じて補正を行う。生体情報入力部１２から入力された個々の指紋画像
データは、まず、補正処理部１６に入力される。補正処理部１６は、入力された指紋画像
データの状態を判定し、問題がなければ何も補正せず、入力された指紋画像データをその
まま特徴抽出部１７に出力する。補正処理部１６は、入力された指紋画像データに問題が
あると判断した場合には、指紋入力画像データに所定の補正処理を施し、補正処理後の指
紋入力画像データを特徴抽出部１７に出力する。同時に、補正の有無（補正フラグＦｇ＝
ＯＮ or ＯＦＦ）または補正情報を品質評価部１８に知らせる。
【００３２】
　補正処理としては、例えば、入力された指紋画像データ全体のコントラストが、所定値
以下の場合には、コントラストを強調するための補正処理を行うことができる。これによ
り、明暗状態が強調されて画像分析処理（後述の特徴抽出など）が行い易くなる。このよ
うな低コントラスト状態が発生する原因としては、乾燥状態や指紋センサに対する接触押
圧不足等のほか、個人の生体特性、環境等が考えられる。補正処理は、コントラスト補正
に限らず、画像の状態に応じて複数の補正処理を行うことが可能である。
【００３３】
　特徴抽出部１７は、補正処理部１６から入力された指紋画像データに所定の前処理を施
した後、その指紋画像データの指紋の特徴を示す特徴データを抽出する。特徴抽出部１７
は、特徴データを抽出するための前処理段階において、入力された指紋画像データから種
々の前処理データを生成している。特徴抽出部１７は、この前処理データから品質評価に
役立つ所定のデータを品質評価部１８に出力する。
【００３４】
　品質評価部１８は、特徴抽出部１７からの前処理データに基づいて品質評価を行う。そ
の際、補正処理部１６による補正の有無または補正内容に応じて、品質の評価基準を変更
する。品質評価の結果は、登録／更新処理部２０に出力される。
【００３５】
　登録処理部２０は、品質評価部１８から受信した品質評価結果に基づいて、登録データ
を生成し、生成した登録データを登録データ記憶部２１に記憶する。入力された指紋画像
データに問題がなく品質評価部１８による指紋品質の評価が「良」の場合には、登録／更
新処理部２０は、受信した特徴データを基本にして、登録データ（特に、下記に説明する
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特別登録データと区別するときには、「通常登録データ」と称する）を生成する。
【００３６】
　入力された指紋画像データに問題があり、指紋品質の評価が「不良」の場合、登録／更
新処理部２０は、たとえば、パスワード等の追加の検証情報の入力を求める。パスワード
等が入力されると、登録／更新処理部２０は、特徴抽出部１７から受信した特徴データに
加えて、当該指紋の指紋品質が不良でありパスワードを併用した運用を行っていること、
及び入力されたパスワード情報からなる付加情報を追加した登録データ（以下、特に、通
常登録データと区別するときには「特別登録データ」と称する）を生成する。
【００３７】
　このようにして、照合対象となる指紋の登録データを順次記憶させていくことにより、
照合対象者を順次増加させていくことが可能となる。また、各指紋の登録の際に、登録す
る指紋毎に識別または識別符号（以下「ＩＤ番号」と称する）付加して、ＩＤ番号に関連
付けて登録データを検索可能に登録しておくことが望ましい。これにより、指紋照合時に
入力されるＩＤ番号に基づき、該当する指紋の登録データを高速で検索することが可能と
なり、照合速度が大幅に向上させることができる。
【００３８】
　上述のように、補正の有無または補正内容に応じて、品質評価の基準を変える理由につ
いて説明する。前述のように補正処理部１６により入力された指紋データの補正処理がな
されると、画像のコントラストがはっきりする等、補正後の画像データの品質は向上する
。しかし、その補正処理に伴い、生体情報が本来持っていた特徴が消失する場合や、一部
のデータが誤った方向に偏向されている可能性もある。従って、補正処理後の画像データ
をそのまま使用したのでは、補正前の入力データの品質を正確に評価することができない
。
【００３９】
　たとえば、補正処理後の画像データでは、補正処理により画像品質が向上することによ
り品質評価基準をクリアしたが、実は、補正前の入力画像データが間違った方向に補正処
理されている場合もある。このような場合には、所定の基準に達していないにもかかわら
ず、補正処理後の画像データから特徴データを抽出する場合がある。このような指紋画像
データにより抽出された特徴データは信頼性に欠けるため、他の人と同様の照合条件によ
り指紋を照合すると、本人確認に失敗する確率が高くなる。
【００４０】
　また、入力時の品質の悪い指紋画像データは、環境条件の他、個人の生体的特性にも起
因するので、本来その個人の生体情報（指紋情報）が指紋照合に向いていない場合もある
。この場合、同一人から得られる指紋の特徴データのばらつきが大きくなるため、指紋照
合精度が低下する。しかし、たとえごく僅かの割合であっても、このような生体的特徴を
有する個人も本人認証が必要であるから、当該生体情報（指紋情報）による照合の判定基
準を引き下げるとともに、それを補完する他の本人確認手段を付加して本人確認を確実な
ものとすることが望ましい。
【００４１】
　一方、補正前の入力画像データにより品質評価することにより、上述の問題点は回避可
能であるが、品質評価を行うためには、品質評価のために入力画像データの前処理が必要
となる。品質評価に必要な入力画像の前処理は、特徴抽出部でも行われるため、補正前の
入力画像データに基づいて品質評価を行うと、同じような処理が２重に行われることにな
り、処理効率が悪くなる。
【００４２】
　本発明では、品質評価に特徴抽出部による前処理データを用いることにより、処理の負
荷を軽減する。他方、補正処理による入力画像データの品質改善分を補完することにより
、補正前の画像データに近い状態での品質評価を行う。そのために、補正の有無や補正の
内容といった補正情報に応じて品質評価基準を変えて、可能なかぎり入力時の指紋画像デ
ータの品質評価に近づけているのである。
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【００４３】
　尚、上記の例では、追加情報として、パスワードの入力を求めたが、他の生体情報の入
力を求めて、他の生体情報を登録するように構成することも可能である。この場合、他の
生体情報は、比較的低レベルの基準で照合するようにすることが望ましい。装置の複雑化
を防止することが望ましいこと、及び、指紋による照合を補完するものであるから、高い
精度を求める必要性は少ないからである。また、上記の例では、指紋の品質評価を１度の
入力データに基づいて行っているが、同じ人の指紋データを複数回（例えば３～７回程度
）の入力を求めて、その平均により評価することも可能である。
【００４４】
　（生体情報の照合処理）
　次に、指紋の照合処理について説明する。認証対象者の生体情報（指紋情報）の登録が
終了すると、生体情報照合装置１０は、生体情報入力部１２から入力される指紋情報と登
録データとを比較照合することにより、被照合者の指紋が登録され者の指紋かどうかを確
認可能となる。
【００４５】
　ＩＤ番号が登録されている場合には、指紋照合時に入力されるＩＤ番号に基づき、照合
部１９により、登録データ記憶部２１からＩＤ番号に対応する指紋の登録データが読み出
される。続いて、生体情報入力部１２により指紋が読み取られ、制御部１５を介して補正
処理部１６に入力される。補正処理部１６及び特徴抽出部１７の基本的な動作は、登録の
場合と同様である。
【００４６】
　特徴抽出部１７により抽出された特徴データは、照合部１９に出力される。照合部１９
はＩＤ番号から登録データを取得している。従って、照合部１９は登録データが通常登録
データか特別登録データであるかがわかっており、当該指紋が通常の指紋（品質「良」）
であるのか、特殊処理（パスワード運用等）される指紋（品質「不良」）であるのかにつ
いては認識している。指紋品質に問題のない通常の指紋であれば、特徴抽出部１７から入
力された特徴データと登録データとを照合し、照合部１９に記憶している所定の基準（第
１の基準）に従い、指紋の一致または不一致の判定を行う。通常照合処理の場合には、こ
の指紋データによる判定結果のみで、本人の認証を行う。
【００４７】
　　登録データにより、対応する指紋が、パスワード運用の指紋データである場合には、
照合部１９は、指紋照合の基準を第１の基準よりも緩やかな第２の照合基準を用いて、一
致または不一致の判定を行う。指紋品質が悪い場合には、入力指紋にばらつきがあること
が予想されるため、第１の基準を用いて判定すると、本人であっても照合不一致となる可
能性が高くなるからである。このように緩い照合基準を使用すると、本人以外の指紋につ
いても照合一致となる確率が高くなるので、さらに本人しか知らないパスワードの入力を
求めて、本人確認を二重に行っている。これにより、本人確認のレベルを所定基準に保つ
ことが可能となる。このように、パスワード運用のような特殊処理の場合には、指紋デー
タの照合一致に加えてさらに他の認証条件が一致したときにはじめて、本人確認ができた
ものとされる。
【００４８】
　本人確認の判定結果は、照合部１９から制御部１５を介して出力部１３から、認証信号
（一致信号）もしくは、認証否認信号（不一致信号）として監視装置に出力される。監視
装置は、出力部１３からの信号を、特定の部屋や施設の開錠を行うかどうか、またはコン
ピュータシステムへのログインの許可を与えるかどうか等の重要な判断情報として利用す
る。
【００４９】
（特徴抽出部、品質評価部、及び登録処理部の実施形態）
　図２に本発明の一実施形態にかかる特徴抽出部、品質評価部、及び登録／更新処理部の
機能ブロック図を示す。
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【００５０】
　（特徴抽出部）
　補正処理部１６から出力された指紋画像データは、特徴抽出部１７に入力される。特徴
抽出部１７は、前処理部として平滑化処理部３１、３値化処理部３２、細線化処理部３３
等を有しており、これらの前処理後のデータから特徴抽出処理部３４により、指紋模様の
特徴データを抽出する。平滑化処理部３１は、入力データの細かい画素の変化を周囲の傾
向に合わせて滑らかになるように処理するもので、従来から同様の処理が行われている。
【００５１】
　３値化処理部３２は、平滑化された画像データを、白色データ、黒色データ、及び不明
確データの３つの値に区分けする。例えば２５６階調のグレースケールからなる平滑化処
理された指紋画像データが入力されると、３値化処理部３２は、所定の２つの閾値を用い
て２５６階調の画像データを３値化処理する。すなわち、画像データの各画素を、黒色、
白色境界を定める２つの閾値を用いて、黒色、白色、及び黒色及び白色の中間の色の３つ
のデータに区分けする。これにより、隆線または谷線を構成する黒色または白色の画素と
、谷線または隆線のいずれを構成するとも判定できない画素とが明確に区分けされる。谷
線または隆線のいずれとも判定できないグレースケールデータは、不明確データとして位
置づけられ、特徴データの抽出処理から除外される。この不明確データは、品質評価部１
８に出力されて、不明確データに基づいて、入力画像データの指紋品質が評価される。こ
の点は後述する。
【００５２】
　３値化処理されたデータは、細線化処理部３３により、隆線または谷線のいずれかを基
準にして細線化処理される。細線化処理は、特徴点を抽出するための画像解析処理であり
、隆線または谷線のいずれかの模様に着目して行う。本明細書では、隆線を細線化するも
のとして説明する。図３に細線化処理後の画像を示す。図３では、隆線を黒、谷線を白で
あらわしており、細線化した隆線以外は、谷線及び不明確情報のいずれも白色で表されて
いる。細線化処理部３３から、図３に示すような隆線を細線化処理した指紋画像データが
、特徴抽出処理部３４に出力される。
【００５３】
　特徴抽出処理部３４は、図３に示すような細線化されたデータから、隆線模様を基準に
して特徴データを抽出する。特徴データは、たとえば、指紋の隆線の端点及び指紋の隆線
と谷線の分かれ目である分岐点である特徴点により表され、各特徴点はその属性データと
して、位置、方向、信頼度等の要素を有している。特徴点の位置は座標で表され、方向は
角度で表される。また、特徴点の信頼度は、近傍特徴点の各方向単位ベクトルを足し合わ
せて平均化した方向ベクトルの大きさに比例した値として求めることができる。図３を参
照して、特徴点を説明する。図中、特徴点である端点は数字４０、４１、４２、分岐点は
数字４３で表されている。また、特徴点の方向として端点４０のθＴが例示されている。
一つの指紋画像からこれらの特徴点が複数抽出され、これら複数の特徴点のそれぞれの座
標及び属性データが特徴点リストデータ（上述の「特徴データ」に相当する）として、登
録の際には、登録／更新処理部２０に出力され、照合の際には照合部１９に出力される。
【００５４】
　登録の際には、当該指紋に関する特徴データを幅広く取得して登録しておくことが望ま
しいので、複数回の指紋入力データに基づいて、登録データを生成することが望ましい。
たとえば、同じ指紋を５回読み込んで登録データを生成するものとすると、登録の際には
、同じ指紋の入力が５回行われる。そして、入力の度に補正処理部１６により補正の要否
が確認されて必要に応じて補正処理が行われ、特徴抽出部１７により特徴データの抽出処
理が実行される。５回の入力のうち、入力画像の状態がよければ補正処理は行われず、悪
ければ補正処理が行われる。これらの補正の有無及び補正内容は、補正処理部１６から品
質評価部１８に補正情報として出力される。
【００５５】
　（品質評価部）
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　品質評価部１８は、評価要素算出部３５、品質判定部３６、及び評価条件記憶部３７を
備えており、特徴抽出部１７から受信した不明確情報（不明確データ）と補正処理部１６
から受信した補正情報に基づき、指紋品質の評価を行う。品質評価部１８は、３値化処理
部３２から受信した３値化された画像データ中の不明確情報の量または割合により、品質
評価を行う。そのため、評価要素算出部３５は指紋が入力される度に不明確情報の量また
は割合（以下、「評価値」と称する）Ｑｐを算出する。登録の際には、複数回（５回とす
る）入力が行われるから、評価要素算出部３５は、各入力の評価値Ｑｐの平均である平均
評価値ＡＱｐを算出する。さらに、評価要素算出部３５は、登録時に５回入力される各指
紋入力データを補正する度に補正処理部１６から伝達される補正フラグ（Ｆｇ＝ＯＮ）を
カウントする。
【００５６】
　これらの評価要素は、品質判定部３６に入力される。品質判定部３６は、評価条件記憶
部３７に記憶している評価条件に基づいて、入力された指紋データの指紋品質をできるだ
け補正の影響を排除した状態で評価する。図４に評価条件記憶部３７に記憶される評価条
件の例を表にして示す。図４（ａ）は、登録の際における指紋品質の評価条件の例を示し
、図４（ｂ）は照合の際における指紋品質の評価条件の例を示している。
【００５７】
　図４（ａ）では、平均評価値ＡＱｐが第１の登録評価閾値ＴＬＥより小さいときには（
ＡＱｐ＜ＴＬＥ）、補正フラグＦｇの有無にかかわらず指紋品質を「不良」とするように
している。すなわち、第１の登録評価閾値ＴＬＥを品質評価の最低基準としている。一方
、平均評価値ＡＱｐが第２の登録評価閾値ＴＨＥを越えるときには（ＴＨＥ＜ＡＱｐ）、
補正フラグＦｇの有無にかかわらず、指紋品質を「良」としている。
【００５８】
　平均評価値ＡＱｐが第１の登録評価閾値ＴＬＥ以上で第２の登録評価閾値ＴＨＥ以下の
場合に（ＴＬＥ≦ＡＱｐ≦ＴＨＥ）は、補正回数ＣＦｇが３回以上であれば、指紋品質を
「不良」とし、補正回数が２回以下であれば、指紋品質を「良」と判定する。５回の入力
のうち３回以上補正される入力画像は、補正により画像品質が改善しているものとして、
厳しい評価を行っている。すなわち、第１の登録評価閾値ＴＬＥと第２の登録評価閾値Ｔ

ＨＥの差の部分が補正による画質変動分として、補正処理が行われた場合には品質評価の
判定を厳しくしている。登録時の評価であるか照合時の評価であるかは、制御部１５から
の制御情報により認識する。
【００５９】
　（登録処理）
　特徴抽出部１７により抽出された特徴データ、および品質評価部１８の指紋品質評価は
、登録／更新処理部２０に出力される。登録／更新処理部２０は、更新処理部４５、登録
データ生成部４６、及び登録処理部４７を備えている。登録の際には、登録データ生成部
４６は、品質評価部１８からの指紋品質の評価が「良」である場合には、特徴抽出処理部
３４から出力される特徴点データリストを登録データ（通常登録データ）として生成する
。指紋品質評価が「不良」である場合には、特徴点データリストに加えて、特殊処理（例
えばパスワード運用）対象の指紋であること及び特殊処理に必要な情報（パスワード等）
の追加情報を加えた登録データである特別登録データを生成する。
【００６０】
　尚、登録の際に特徴抽出部１７により抽出された５回分の特徴点データリストは、それ
ぞれの特徴点の位置情報に基づいて、互いの指紋データの相対位置関係が検証され、５回
で取得した指紋のすべての範囲の特徴点のデータがひとつの指紋データとして合成され、
登録データとして記憶される。従って、指紋照合時に、多少位置がずれても、登録時に取
得した特徴データの範囲内であれば、正しく照合することが可能となる。
【００６１】
　登録データ生成部４６により生成された登録データは、登録処理部４７により、登録デ
ータ記憶部２１に登録される。登録データ記憶部２１は、登録・更新処理部２０からの出
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力データを記録若しくは記憶する。登録データ記憶部２１は、登録データをランダムアク
セス可能に読み出し、書き込み、更新可能な記録装置、または記憶装置であり、比較的高
速で所定の登録データを読み書きすることができれば、半導体方式の記憶装置であっても
、ディスクドライブ方式又はＣＤ－ＲＷ、ＤＶＤ等の各種媒体を使用した記録装置のいず
れであっても良い。
【００６２】
（照合処理時の各部の動作）
　特徴抽出部１７の動作は、照合の場合も登録の場合と同様である。品質評価部１８の動
作も登録時とほぼ同様である。ただし、指紋照合の場合には、原則として一回の指紋入力
により照合処理を完結する。そのため、平均評価値ではなく、１回の評価値Ｑｐと１回の
補正の有無により、指紋品質を評価する。図４（ｂ）に照合時の品質評価基準の例を示し
ている。表からわかるように、登録の場合とほぼ同様の評価基準であるが、判定に評価値
Ｑｐを用いており、閾値として第１の照合評価閾値ＴＬ及び第２の照合評価閾値ＴＨを使
用していることが異なるのみである。照合時における指紋品質の評価は、登録データの更
新の是非の判定や、再登録を促すガイダンス出力の是非の判定に使用される。
【００６３】
　（照合時の登録データの更新処理等）
　指紋照合の際に、当該指紋がパスワード運用等の特殊処理の指紋ではなく、かつ品質評
価部１８の指紋品質が「良」である場合には、一定の条件下登録データの更新登録を行う
。一定の条件下とは、入力された指紋データ中に、新たな範囲の特徴データを含む場合で
あり、この場合には、照合時に取得した特徴データを登録データと合成し、登録データを
更新する。これにより、登録データでカバーできる範囲をさらに広げることが可能となる
。
【００６４】
　また、当該指紋がパスワード運用指紋の照合の際に、指紋品質が「良」と判定された場
合には、その人の指紋品質が登録時に比べて良くなっている可能性が高いので、指紋の再
登録を促すガイダンスを出力するように構成することも可能である。このようにすれば、
利用者は、再登録に適切なタイミングを知ることができ、パスワード入力を伴わずにセキ
ュリティ性の高い照合を行えるようになる。
【００６５】
（生体情報の登録処理手順）
　データ処理部１４は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等のメモリ、論理回路及びこれらを制御
する制御プラグラムにより、実現することが可能である。従って、データ処理部１４は、
ＰＣ、サーバ等の汎用のコンピュータに所定の制御プログラムをインストールすることに
より、実現することも可能である。以下に、データ処理部１４の生体情報の登録処理およ
び照合処理の処理手順を説明する。図５及び図６は、登録処理の処理手順の一実施形態を
示すフローチャートであり、図７及び図８は、照合処理の一実施形態を示すフローチャー
トである。いずれも生体情報として指紋を使用する場合を例示している。
【００６６】
　登録処理手順について説明する。操作表示部１１により登録処理を行う旨の操作指示が
なされることにより、登録処理手順がスタートする。まず、登録する指紋を特定する識別
符号（ＩＤ番号）の入力を受付け、入力されたＩＤ番号を記憶保持する（Ｓ１０１）。Ｉ
Ｄ番号は、登録／更新処理部２０に記憶され、登録データ記憶部２１に登録データを登録
する際に、ＩＤ番号により登録データを検索することができるように、検索キーとして利
用される。ＩＤ番号は、データ処理部により自動的に番号を付与し、付与した番号を登録
者に伝達するようにしてもよい。
【００６７】
　次に、生体情報入力部１２から入力される指紋の入力処理を行う（Ｓ１０２）。すなわ
ち、生体情報入力部を動作可能にして、入力される指紋情報を受け付ける。入力された指
紋情報は、補正が必要かどうか確認されて（Ｓ１０３）、補正が不要であれば補正フラグ
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（Ｆｇ）がクリアされる（Ｓ１０３；Ｎｏ、Ｓ１１４）。補正が必要であれば（Ｓ１０３
；ＹＥＳ）、補正処理が行われ（Ｓ１０４）、その後補正フラグ（Ｆｇ）がセット（Ｆｇ
＝１）にされる。その後、補正されたか否かに応じて、補正回数を累計したフラグ計数Ｃ
Ｆｇがカウントアップされる（Ｓ１０６）。
【００６８】
　入力された指紋画像データまたは補正された指紋画像データに対して、その後、前述し
たような平滑化処理及び３値化処理等の前処理等が行われて、特徴データが抽出される（
Ｓ１０７）。続いて、前処理された指紋画像データから不明確情報を求める等の品質評価
要素の算出処理が行われ、算出された評価要素は記憶される（Ｓ１０８）。図５のフロー
チャートでは、登録の際に指紋入力が５回行われる例が示されており、５回の入力が終了
したかどうかが確認される（Ｓ１０９）。入力が５回終了すると（Ｓ１０９；Ｙｅｓ）、
図６の処理手順に進み、指紋品質の評価処理を行う（Ｓ１１０）。指紋品質評価処理は、
５回分の評価要素から求められる平均評価値ＡＱｐと補正回数とに基づいて、図４（ａ）
に例示するような評価基準に基づいて、登録する指紋の指紋品質が「良」であるか「不良
」であるかを判定する。
【００６９】
　　指紋品質が「良」であれば（Ｓ１１１；Ｙｅｓ）、抽出された特徴データに基づいて
登録データ（通常登録データ）が生成される（Ｓ１１２）。指紋品質が「不良」の場合に
は（Ｓ１１１；Ｎｏ）、パスワードの設定等の特別処理を行うための処理が行われ（Ｓ１
１５）、特徴データに加えて特別処理に必要な付加情報を追加した登録データ（特別登録
データ）を生成する（Ｓ１１６）。生成された登録情報は、登録データ記憶部２１に登録
される（Ｓ１１３）。尚、登録データとして、５回分の特徴データを合成して生成するこ
とも可能である。
【００７０】
（生体情報の照合処理手順）
　図７、図８を用いて、生体情報の照合処理手順を説明する。操作表示部１１により照合
処理を行う旨の操作指示がなされることにより、照合処理手順がスタートする。まず、指
紋照合者の識別符号（ＩＤ番号）の入力が受付けられる（Ｓ２０１）。入力されたＩＤ番
号に基づいて、登録データ記憶部２１から、ＩＤ番号に対応する登録データが読み出され
る。
【００７１】
　次に、登録の場合と同様に、生体情報入力部１２から入力される指紋の入力処理を行う
（Ｓ２０２）。入力された指紋情報は、補正が必要かどうか確認されて（Ｓ２０３）、補
正が不要であれば補正フラグ（Ｆｇ）がクリアされる（Ｓ２０３；Ｎｏ、Ｓ２１５）。補
正が必要であれば（Ｓ２０３；ＹＥＳ）、補正処理が行われ（Ｓ２０４）、その後補正フ
ラグ（Ｆｇ）がセット（Ｆｇ＝１）にされる。照合では、１回の指紋入力により指紋照合
を行うので、その後、すぐに特徴データの抽出処理を行う（Ｓ２０６）。同時に、不明確
情報を算出する等の品質評価要素の算出処理を行う（Ｓ２０７）。続いて、算出された評
価要素に基づき、図４（ｂ）の表に例示するような評価基準を用いて、指紋品質の評価が
行われる（Ｓ２０８）。
【００７２】
　次に、ＩＤ番号に基づいて読み出された登録データに基づいて、照合しようとしている
登録指紋が、当該指紋がパスワード運用かどうか等の特殊処理対象であるかどうかが確認
される（Ｓ２０９）。当該登録指紋が、パスワード運用等の特殊処理の指紋ではない場合
（Ｓ２０９；Ｎｏ）、通常の照合基準に基づく指紋照合Ａが行われる（Ｓ２１０）。指紋
照合Ａの結果、入力指紋が登録された指紋と一致する場合には、出力部１３から照合一致
信号を出力するよう制御する（Ｓ２１２）。指紋照合が不一致の場合には（Ｓ２１１；Ｎ
ｏ）、照合処理を終了する。この場合にも、不一致信号を出力するようにしてもよい。
【００７３】
　次に、照合時に入力された指紋品質の評価結果が「良」であるか否かが確認され、「良
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」であった場合には（Ｓ２１３；Ｙｅｓ）、特徴データと登録データが比較され、必要に
応じて更新データが生成されて、登録データの更新処理が行われる（Ｓ２１４）。更新は
、照合データ中に、登録データには存在しない、新たな特徴データが検出されたときに行
われる。指紋品質の評価が「不良」の場合には（Ｓ２１３；Ｎｏ）、照合時に取得したデ
ータは更新にふさわしくないデータである可能性があるので、更新処理をせずに終了する
。
【００７４】
　パスワード運用の場合には（Ｓ２０９：Ｙｅｓ）、通常の照合である指紋照合Ａより緩
やかな照合基準を用いた照合である、指紋照合Ｂが行われる（Ｓ２１６）。従って、この
場合には、通常の場合（指紋照合Ａ）よりも指紋照合は一致し易くなる。指紋照合が不一
致の場合には（Ｓ２１７；Ｎｏ）、照合処理を終了する。この場合にも、不一致信号を出
力するようにしてもよい。
【００７５】
　指紋照合Ｂにより照合指紋が登録指紋と一致すると（Ｓ２１７；Ｙｅｓ）、パスワード
の入力を求め、入力されたパスワードと登録されたパスワードの照合が行われる（Ｓ２１
８）。パスワード照合が一致すると（Ｓ２１９；Ｙｅｓ）、出力部１３から照合一致信号
を出力するよう制御する（Ｓ２２１）。パスワードが間違っていると（Ｓ２１９；Ｎｏ）
、照合処理を終了する。パスワード不一致の場合、複数回の再入力を認めるような処理手
順とすることもできる。
【００７６】
　パスワード照合が一致した場合であって（Ｓ２１９；Ｙｅｓ）、照合時に入力された指
紋画像データの指紋品質が「良」である場合には、その登録指紋の品質が登録時よりも改
善されている可能性が高いので、指紋の再登録を促すガイダンスを出力する（Ｓ２２２）
。このガイダンスは、照合時に操作表示部１１に表示するようにしても、音声で案内して
も、別途メール等により再登録を薦めるようにしてもよい。
【００７７】
　上記実施形態の説明においては、補正情報として補正の有無により、品質評価の基準を
変動させるようにした例を示している。しかし、本発明は、補正された入力画像データを
補正前の入力画像データに近い状態で評価するものであり、品質評価の評価基準は、その
補正の処理技術の種類や手法、補正回数等により適宜変更することが可能である。例えば
、品質評価の基準を変動させることは、評価値Ｑｐを変動させることと同等である。補正
されている場合は評価値を減少させるようにすれば、基準を高くすることと同等の作用が
働く。
【００７８】
　別の例では、コントラスト補正が行われる場合には、補正処理部により補正前のコント
ラストの分散値と補正後のコントラストの分散値の差（改善値）を求め、この改善値を一
定の範囲に正規化した値を補正情報として、補正処理部から品質評価部に伝達するように
構成することもできる。品質評価部では、この補正情報（改善値）を用いて、補正処理に
より画像が変化した程度に応じて品質評価の閾値を変動させることが可能となる。これに
より、適切な閾値により入力画像データの評価が可能となり、正確な指紋品質評価が可能
となる。また、この方法によると、品質評価のために複数の評価閾値を使用する必要がな
くなるという利点も有する。さらに、複数回の異なる種類の補正処理がなされた場合には
、これらの補正処理の内容を定量的に評価する補正情報を品質補正部に伝達し、補正処理
の内容に応じた品質評価を行うことが望ましい。
【産業上の利用可能性】
【００７９】
　尚、本発明による補正処理の有無に応じて品質評価を行い、この評価結果に基づいて登
録データを作成する構成は、生体情報照合装置とは別個に登録データだけを作成する装置
にも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
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【００８０】
【図１】本発明の一実施形態にかかる生体情報照合装置の機能ブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態にかかる特徴抽出部、品質評価部、及び登録／更新処理部の
機能ブロック図である。
【図３】特徴抽出部による細線化処理した画像の一例を示す。
【図４】評価条件記憶部に記憶される評価条件の例を表である。図４（ａ）は、登録の際
における指紋品質の評価条件の例を示す表であり、図４（ｂ）は照合の際における指紋品
質の評価条件の例を示す表である。
【図５】本発明の一実施形態にかかる登録処理の処理手順の一部を示すフローチャートで
ある。
【図６】本発明の一実施形態にかかる登録処理の処理手順の残りの一部を示すフローチャ
ートである。
【図７】本発明の一実施形態にかかる照合処理手順の一部を示すフローチャートである。
【図８】本発明の一実施形態にかかる照合処理手順の残りの一部を示すフローチャートで
ある。
【符号の説明】
【００８１】
１０　生体情報照合装置　　　　　　　　　１１　操作表示部
１２　生体情報入力部　　　　　　　　　　１３　出力部
１４　データ処理部　　　　　　　　　　　１５　制御部
１６　補正処理部　　　　　　　　　　　　１７　特徴抽出部
１８　品質評価部　　　　　　　　　　　　１９　照合部
２０　登録／更新処理部　　　　　　　　　２１　登録データ記憶部
３１　平滑化処理部　　　　　　　　　　　３２　３値化処理部
３３　細線化処理部　　　　　　　　　　　３４　特徴抽出処理部
３５　評価要素算出部　　　　　　　　　　３６　品質判定部
３７　評価条件記憶部　　　　　　　　　　４０、４１、４２　端点
４３　分岐点　　　　　　　　　　　　　　４５　更新処理部
４６　登録データ生成部　　　　　　　　　４７　登録処理部
Ｑｐ　評価値　　　　　　　　　　　　　　ＡＱｐ　平均評価値
ＴＬ　第１の照合評価閾値　　　　　　　　ＴＨ　第２の照合評価閾値
ＴＬＥ　第１の登録評価閾値　　　　　　　ＴＬＥ　第２の登録評価閾値
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